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自然観を視点とした〈言語/造形〉によるアート・メディエーション

1. はじめに

1‒1. 実践の背景と目的

　本実践は，「芸術の６層」（磯部 2020）の実相と知の構造を，
言語と造形から検証することを目的にした一連の研究におけ
る実践事例である。「芸術の６層」とは，芸術論における芸
術の働きと現代日本の生命論を基盤に，芸術を，Ａ層～Ｆ層
の６層から示したものである1）。先の研究では，まず，芸術
において生成される意味を，「生命（いのち）のイメージ」
を課題に，日本，オセアニア，アフリカ，アジア，ヨーロッ
パで収集した記録から検討し，６層の活動内容及び生活文化
との関係において示した（2015～2018）。
　本実践では，日本とアフリカでの実践を基に，作品及び言
語化された記録を用い，諸言語と造形に生まれる齟齬を表面
化させ，融合的，統合的な解釈（メデュエーション）から芸
術において生成される意味をより明らかにしていく。前報告
ではその実践事例を示し2），本稿では，そこで検討された子
どもたちの「生命（いのち）のイメージ」の解釈について報
告する。

1‒2. アート・メデュエーションについて

　メデュエーションは，言語，医療，司法等の領域において
活用され，双方に生まれる意味の解釈の齟齬を表面化し，融
合的，統合的，相互的に意味づけていく手法である。「アート・

メデュエーション」とは，その考えを芸術の意味解釈に援用
した本研究における造語である。本実践では，同テーマにお
いてタンザニアの子どもたちが表現した作品を用い，その内
容を日本の子どもたちが鑑賞し，言語化するプロセスにおい
て深まる「生命のイメージ」について報告する。これまで収
集した記録については現地語及び既に翻訳された日本語にお
いて行い，本稿では，日本とアフリカでの実践を対象に，ア
フリカでの言語間はイミック，笹瀬が，造形及びプロセスの
関係は磯部が分担し，対象者が形成する意味の解釈を行う。

1‒3. 主題「生命（いのち）のイメージ」について

　本実践の研究目的は，子どもが芸術をとおして形成する自
然や生命に対する意味を，造形化と言語化による融合的な質
的手法において分析することである。これまでに「生命のイ
メージ」を課題に，アジア（日本，タイ，韓国），オセアニ
ア（オーストラリア），ヨーロッパ（ドイツ，フランス，デ
ンマーク，チェコ）において，表される造形と作者の記述か
ら，形成された意味について分析を行ってきた3）。その内容
は，(a) 自然の環境や事物そのものを用いた内容，(b) 気持ち
や感情とつなげた内容，(c) 関係性や状況を表す内容，(d) 生
命力やそれへの共感を表す内容に大きく見られ，それらの内
容は複雑に絡み合っていた。さらに，教育学と心理学の協働
による質的・量的な相互分析では，欧州，豪州の表現は，日
本の子どもたちに比べ自然界の形や色を多く用いて表現され
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ていることに特徴があり，日本の子どもたちの表現にもそれ
は多いが，抽象的，幾何学的，シンボリックな形態の割合が
欧州，豪州に比べ多く見られた4）。それらは，表現内容の (a)
～ (d)と関係している。しかし，形成される意味は多岐に渡り，
検証のために各国・地域において言語化された表現の意味は
必ずしも深層において共通の意味を持たず，言語と造形の融
合的な解釈による分析が必要であることが課題として残され
た。生成される個々の意味は，個人の生活背景や文化，経験
に裏付けされたものであり，より統合的，相互的な分析が求
められた。
　本実践は，アフリカを対象に実施したものである。生活背
景や文化の違いに大きな特徴が見られること，日本語の「生
命（いのち）」の概念を表す言葉（“Uhai”）が存在するとこ
ろに本実践の特徴がある。

2. 子どもたちによるアート・メディエーション

2‒1. 実践の概要

（1） アフリカにおける実践

①実施校

 Ｌ小学校5）（タンザニア，トゥリアニ）：小学２年生～７年生
（174名），2020年２月25日，26日
 Ｒ小学校6）（タンザニア，ザンジバル）：小学３年生～５年生
（35名），2020年２月27日
②実践内容

絵画「生命のイメージ」の制作と発表
 　紙ハガキ大，クレヨン（日本製16色市販）を用い各自が
絵画で制作し，自分の作品の内容を言語化する。日本語をス
ワヒリ語に通訳し，制作の主旨とテーマ，方法について説明
を行った。まず，「生命（いのち）」（“Uhai”）からどんなこ
とを想像するのか言語で発表した。次に，紙とクレヨンを配
布し，その言葉のイメージを色と形で表現した。制作時間は
約20分であった。完成後，自分の作品について，ワークシー
トに記述し，その内容を言葉で発表した。
　実践は笹瀬，磯部の TTで行い，言語化はイミックがワー
クシートを用い行った。スワヒリ語は笹瀬，現地教員が担当
し，英語はイミックが担当した。記録は，プロセスの映像と
作品，ワークシートにおいて収集を行った。尚，笹瀬は２月
のタンザニアでの実践と，その後の11月の日本での実践の
両地において担任教員として携わった。
（2）日本における実践

①実施校

・Ｓ小学校（５年生25名，2022年９月14日）
②実践内容

・絵画「生命のイメージ」の制作（紙ハガキ大，クレヨン（日
本製16色市販））
・アフリカの子どもたちの作品「生命のイメージ」の鑑賞活動

　上記のアフリカの子どもたちが描いた「生命（いのち）の
イメージ」の作品と同テーマにおいて自分たちが描いた作品
を用い鑑賞し，言語化において共通点や相違点に着目し，生
命への見方や感じ方を深める。前報告では，Ｋ（２年生175名，
2020年11月25日，27日）での実践についてその展開と内容
について示した。2022年，Ｓ小学校においても同実践を試み，
本稿では，その鑑賞活動において解釈された「生命のイメー
ジ」の内容について報告する。授業は，担当教員7）の協力を
得て，磯部との TTで行った。自分たちの作品とアフリカの
作品を比較しながら鑑賞が行えるよう同テーマでの絵画制作
を先に設定し，次に，鑑賞活動を行った。鑑賞活動では，ア
フリカの子どもたちの背景や生活を理解させるために，笹瀬
がタンザニアで担任時に記録した生活，文化，環境に関わる
映像を構成し活用した。記録は，発言した内容の記述記録と
ワークシートにおける記述内容を用いた。

2‒2.  〈言語/造形〉による「生命（いのち）のイメージ」の

解釈

（1）分析方法

　本実践は，異文化間において表現された作品の造形からイ
メージを言語化する場面に着目する。日本の子どもたちがま
ず自分の「生命（いのち）のイメージ」を造形と言語で表現
した後，アフリカの子どもたちが描いた作品について鑑賞活
動を行い，そこに形成される「生命（いのち）のイメージ」
について，記述記録から分析を行う。対象とした作品は，Ｋ

小学校で用いた作品と同じ８作品を用いた。作品の選択は，
最も多く描かれている太陽，木，草花を中心にモチーフ及び
色使いに特徴が見られる作品を選択した。日本の子どもたち
の表現内容については，2017年に同小学校の２年生，６年
生を対象に分析を行い下記の４群に特徴が見られることを示
した8）。
　(a)　「具体的な自然の事物や風景」
　(b)　「生命に対する気持ちや感情」
　(c)　「状況や関係性」
　(d)　「生命力への共感」
　主にその４つの視点を基にしながら，共通点と相違点を考
慮し，アフリカの子どもたちの造形表現から言語化された「生
命（いのち）のイメージ」について検討する。記述分析は，
子どもたちが自分の感じ方の根拠としている造形要素を各作
品について明らかにし，そこに生まれるイメージについて抽
出し，４群を中心に整理し，日本の子どもたちの作品に見ら
れるイメージの共通点と相違点からイメージの深まりを示す。
（2）作品１についての結果と考察（表１）
①子どもたちが根拠としている造形要素

・大きく真ん中に描いている。
・太陽のまわりの多様な線。輪郭が水色。
・多色で描かれた太陽。真ん中が黄色やオレンジで外側は青



表１　作品１についての記述

【作品１：イメージの言語化】
（＊Ａ～Ｙ：児童，下線：イメージ，下線：造形要素，下線：全体の感想）

Ａ： 日本の太陽とはちがう感じがして，アフリカはそうゆう太陽なんだなぁと思いました。水色もはいっているから，その発想はお
もしろいです。

Ｂ： やさしい感じ （b1） 
Ｃ： 私は太陽を真ん中に主役みたいに置かず，右上に置いたけれど真ん中に主役みたいに置いてある。太陽を描く色によって気持ち
がある。

Ｄ： 太陽のりんかくが水色でかかれている。太陽はあついイメージがあるのに水色でかいてあったのでびっくりしました。黄色でか
くことでまぶしい感じ （c1） がしました。かがやいている感じ （c2） 。

Ｅ： 自分のかいた太陽は，赤一色だったけれど，アフリカの人たちは２色や３色の太陽があっておもしろいと思った。太陽のまわり
に付いている線のようなものをいっぱいかいていた。

Ｆ： やっぱりオレンジなどでかかれているが，水色が入っているものもあってどうしてそうしたのか気になる。
Ｇ： 赤色が入っていない。パワーをもらう。強さが分かる （d1） 。同じ色を使わずに，色を分けている。紫や水色など太陽ではあま

り使わない色を使っている事が気になった。
Ｈ： 別の国の人でも，自分たちと同じ黄色や，オレンジ色でかいている。周りを線でかいている。みんな，自分が感じた太陽の色で
かいている。色がしばられていない。

Ｉ： まわりをつつみこんでくれるような感じ （c3） がする。
Ｊ： 大きくて，ほっとするイメージ （b2） 。グラデーションがかっていて２色だけでも色とりどりにみえる。色が少くはっきり黄色

でかいてある。
Ｋ： 明るそう （b3） ，いろいろな色。
Ｌ： 笑顔みたいにあかるい （b4） 。元気なイメージ （b5） がある。太陽から出す光はむらさきやカラフルな色。
Ｍ： 真ん中が黄色でほっとするような感じ （b6） がする。太陽といったら四分円の太陽しかかかないけれど，タンザニアの子は大き
く真ん中にかいている。単色ではなくて多色の太陽になっている。黄色にかがやくような （c） やさしくほっとする （c） 太陽の効
果がある。

Ｎ： 太陽は人によって色が違う。輝きがある （c4） 。
Ｏ： 大きくかかれていてとても元気になれる （b7） 。真ん中が黄色なので明るくて，楽しい （b8） 。２色使われていて他の色を使って

いないのでしっかりして，くっきりしている （c5） 。
Ｐ： 黄色やオレンジであたたかく明るい気持ち （b9） 。
Ｑ： 日本ではオレンジ色や赤が基本として頭に入っていましたが，外国の人の物をみてみると，その人それぞれの生命のイメージや
太陽に対する思いが違うのではないかなと思いました。アフリカの人々には，太陽がさんさんとふり注いでいる （c6） ことを表す
ようにしているのではないかと思いました。

Ｒ： 大きく感じる （c7） 。太陽の外側は青くなっている。光っているように見える。強さがある （d2） 。
Ｓ： １色だけでなく何色も使っている。太陽の明るい赤，オレンジ，黄色だけでなく，感じた色で書いている。
Ｔ： 丸く，スパークがある，いろいろな色をつかっている。月みたい スパークは光のひろがり （c8） 。
Ｕ： 色を濃くかいている。１色だけではなく何色も使っている。
Ｖ： 黄色になっていたり，色をたくさん使っている。
Ｗ： あつそう （b10） 。ギンギラ （c9）  太陽は，むらさきでも，黄色で光っている。ホッとする （b11） ほかほか （b12） 。
Ｘ： 光っている （c10） ように感じた。太陽のまわりに水色を使っていてなにかの感情をあらわしたいのかなぁと感じた。
Ｙ： 明るくて，あたたかいイメージ （b13） 。優しく，強く表現されている （b14） 。
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くなっている。紫や水色など太陽ではあまり使わない色。
・光が紫やカラフルな色。
・紫も黄色も光っている。濃い色。
②子どもたちのイメージの解釈

・太陽がさんさんとふり注いでいるような感じ。大きく感じ
る。（a）
・やさしい感じ，描く色によって気持ちがある。輝くような
優しくほっとする太陽。元気なイメージ。とても元気にな
れる。明るくてあたたかいイメージ。優しく強い感じ。明
るくて楽しい。明るそう，笑顔みたいにあかるい感じ。優
しくほっとする感じ。（b）

・周りを包み込んでくれるような感じ。ギンギラ，まぶしい
感じ。輝いている。輝くような光のひろがり。光っている
ように感じた。（c）

・パワーをもらう。強さが分かる。元気になれる。（d）
③作品１についての考察

 　作品１は，「生命のイメージ」を太陽という表象物をとお
して表しているが，太陽は単なる生命の象徴でなく，使われ
る色や形から，優しさや明るさ，強さ，楽しさといった「感
情や気持ち（b1～ b14）」，また，まぶしさや輝き，「周りを
包み込む」といった「状況や関係性（c1～ c10）」を子ども
たちは読み取っている。さらに，「力強さ」や「パワーをも
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らう」「元気になれる」といった「生命力（d1～ d2）」に関
わる内容を作品から感じている。使われている多様な色や多
様な線の表現に日本とはちがう感じ方を見つけ出している。
（3）作品２～作品８についての考察

　下記，作品１と同様の手順を踏まえ，作品２～作品８につ
いて考察を行った。
①作品２について

　 作品２は，「日本にはないいろいろな花の色」「見た色とは
ちがう色」「見える色ではなく感じた色」を根拠としながら，
枝，幹，葉の色が固有色や視覚的な概念にとらわれずに多様
な色で表現されていることに違いを見つけている。さらに，
構図から「人ともつながっているような感じ」「みんなつな
がっている家族みたいなことをしめしてる」「人と人は木と
同じようにつながっている」等，「つながり（c）」という概
念で，人との関係を統合的，総合的にとらえているところに
特徴が見られる。

②作品３について

　 作品１と同様，太陽の表現に子どもたちは着目し，「太陽
が低い位置にあって普通と違う」「太陽が色々なものを支え
ている（c）」と，その存在から意味を解釈しようとしている。
また，太陽，山，木，動物の表現から「自然があふれている
（c）」「動物や植物が共存している（c）」「一つになっている
感じ（c）」と，豊かな自然の表現を根拠に状況としてイメー
ジを捉えている。さらに，その表現から「（自然に）囲まれ
た安心感（b）」としてイメージが捉えられている。
③作品４について

　 沢山の花や面が緑に塗られていることから「自然がいっぱ
いな感じ，お花がたくさんではなやか」等，自然の豊かさが
イメージと結びつき，さらに，「とても自然豊かでほっとする」
「花が沢山あってやさしい感じ」等，へと感じ方をつなげて
いる。また，「太陽の真ん中が赤くてとても暑そうな感じ」「に
ぎやかな感じ」「自然とめぐりあって大切な気持」に見られ
るように豊かな自然描写が自然に対する気持ちや状況を意味
付けしている。さらに，「太陽の光を受けて植物がのびのび
成長している感じ」「太陽とピンクのお花が結婚して真ん中
の花ができたみたい」と，生命力や生命の誕生の状況をイメー
ジする感じ方が見られる。
④作品５について

　ドットで渦巻き状に花がかかれている造形要素から，「お
花たちが歩いているようにもみえる」「一つずつが動きそう
な感じ」と動いている感じや，「色々な所とつながっている
ということを意味している」「みんなが手をつなごうとして
いる」「たくさんの花とかつながっていた」「花の会話をあら
わしている」「点は足あとでみんなの花をつないでいる」「い
ろいろな人たちのつながりかもしれません」と，つながりに
よってイメージを意味づけているところに特徴が見られる。
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⑤作品６について

　造形の特徴は二つの太陽と黒の表現である。日本の子ども
たちには見られない黒の表現について，「新しい扉への入り
口，開ける勇気があるのかどうか試されているみたい」「別
の世界になる感じ」「黒いところは影でいいことも悪いこと
もある」「昼と夜の組み合わせ」「ひかりと闇」と，現実と新
たな世界，善と悪，昼と夜，光と影といった対となる概念や
異なる場所が１つの世界に表現されていることをイメージと
して捉えている。
⑥作品７について

　日本にはいない動物が描かれていることや，動物より太陽
が下に描かれているという位置関係に着目し，日本の自然環
境やその表現との違いに気づいている。空は青色と黒色で描
かれ，額縁の中にある世界のように表現されている。「一つ
の作品を描いたよう」に自然の事物そのものをとおして生命
のイメージが表されている。このようなａ類の表現はアフリ
カの作品では日本に比べ少ないが，描かれている具体的な自
然の事物やその環境そのものに違いが見られる。
⑦作品８について

　 特徴は緑と赤で根から木全体が描かれていることと，根が
張って土の中に広がるように描いている。その要素から，全
体がつながっているイメージを捉えられている。さらに太陽
との関係に着目すると「たいようの光とまざって，緑に，赤
が加わった」「陽のおかげでドッシリと木がしっかり育くま
れているよう」と，太陽の存在感や太陽と木の関係が捉えら
れている。さらに，「くらいけど自分でささえてる」「土の力
を木が吸収している」と生命力への感じ方が示されている。

3. 全体の考察

　まず，多様な色彩表現から日本とはちがう感じ方を子ども
たちは見つけ出している。特に，作品２や作品３，４，６，８

では，色が固有色や視覚的な概念にとらわれない色で表現さ
れていることに違いを見つけ，豊かさや鮮やかさ，優しさや
にぎやかさを造形から意味づけている。
　さらに，描かれているモチーフや線や形に着目してみると，
子どもたちはその違いから解釈を深めている。作品７は，自
然の事物そのものをとおして生命のイメージを表現している
作品であるが，描かれている具体的な自然の事物やその環境
そのものに違いが見られる。アフリカの作品は，日本と異な
り抽象的，幾何学的な図形や文様で表す作品は皆無であり，
すべての作品が自然の事物をとおしてイメージを表現してい
る。しかし，作品７のように，写実的，視覚的に生命のイメー
ジを表現している作品（ａ群）は日本に比べ少なく，「日本
にはない花の色」「見た色と違う色」「見える色ではなく感じ
た色」と日本の子どもたちの記述に見られるように，固定概
念に縛られない色での表現や写実的，視覚的な色彩に支配さ



表２　授業後の感想

〈相違点〉
・ 見えるけれど違うものを見ていたのかと思うくらい表現が
違った。
・ 色がカラフルで，物のとらえ，描き方が違っておもしろかった。
見えた色だけでなく感じた色で表していたからよかった。
・ ものの見え方がちがって色や大きさや形，今までの経験での
見方があると思った。
・ それぞれ見るもの，見えるもの，見方などが違っていてすご
く楽しくなってとてもうれしく感じた。
・ 命は形だと思ったけど，木や植物，動物で表していて，私と
は見え方が全然ちがって，おもしろかった。

〈共通点〉
・ 考えていた物，動物，花が生まれて，それぞれ人は物の見方
がさまざま。発想はしばられていないけど表そうとしている
ところは同じ。
・ 自分たちと同じことを伝えたいということが伝わった。
・ それぞれ感じることがちがう。でも，同じものを見ていると
いうことが分かった。
・ 国がちがうと，表し方や描き方が違うけれど，どのようなこ
とを伝えたいかは同じだと思った。
・ 違う国でも考えていることは一緒だと思った。
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れない色使いに日本の子どもたちは違いを見つけている。
　モチーフにおいて特に特徴的なものが太陽である。アフリ
カの表現は日本に比べ太陽の存在が大きい。太陽そのものを
生命の象徴として表現されることにより，優しさや明るさと
いった感情や気持ち（ｂ群），力強さ等の生命力への共感（ｄ

群）を見る側にあたえている。さらにその表現は，眩しさや
明るさといった状況や，包み込む，支えるといった関係性（ｃ

群）から生命のイメージが捉えられている。
　アフリカの表現内容において特に着目したいのは「状況や
関係」（ｃ群）の表現である。作品７を除くすべての作品に
ついて日本の子どもたちは「つながり，支える，つつむ」等
といったイメージを，自然物相互や自然と人間相互の関係に
おいて言語化している。先の研究や本対象児が事前に描いた
日本の表現においても一部でその内容は見られたが，アフリ
カの作品の鑑賞活動の過程において，多くの子どもがその視
点からイメージを意味づけているところに特徴が見られる。
また，作品６に見られた，現実/新たな世界，善/悪，昼/夜，
光/影といった対の概念において生命を解釈しようとする見
方は，日本の子どもたちの作品の中にも稀に生/死，喜び/悲
しみ等の表現において確認されてはいるが，本事例の鑑賞活
動においては，その見方が多くの子どもたちにおいて言語化
されている。また，日本の子どもたちの表現では，「生命力
への共感」（ｄ群）を表す作品は少なかったが，作品１，４，
８の解釈に見られるように，そのイメージは鑑賞活動におい
て深まっている。

4. おわりに

　表２は授業後の感想の記述の特徴的な内容を整理したもの
である。相違点として色彩の豊かさや色使い，ものの捉え方，
見方，描き方の違いに気づきながら，共通点として，考えて
いること，伝えたいことは同じであると子どもたちは捉えて
いる。環境や経験，文化的背景から表現の違いを感じながら，
「生命（いのち）」への見方や感じ方，考え方に共通点がある
ことを子どもたちは見つけ出し，自分の「生命（いのち）の
イメージ」を深めていることが期待できる。「生命（いのち）
のイメージ」をとおしアート・メディエーションによって自
然観を知として構築させるその実践の意味付けとプロセスの
分析については，今後の検討としたい。

付　　記

　本実践は，科研費・基盤研究C「自然観を構築させる芸術
の６層の検証─言語/造形によるメディエーション─」
（19K02740）の助成において行った。尚，本実践において協
力いただいた Lusanga Primary Schoolの教員皆様及び児童皆
様，Radiant Universal Study Centre Primary Schoolの教員皆様

及び児童皆様，椙山女学園大学附属小学校５年生担当教員皆
様，授業者のイミック新子先生，及び児童の皆様に，深く感
謝申し上げます。
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